
 
 
 
 
（１）令和３年度の児童文化事業の実施について 
 
令和３年度の揖斐郡教育会事業・揖斐郡教育研修センター事業では、コロナウィルス感染症の影響で集合型で

の実施ができなくなったものもありましたが、子どもたちの活躍の場を設けるために、オンラインを活用して事
業を実施致しました。実施にあたりましては揖斐郡内の各先生方のご尽力を賜りました。本当にありがとうござ
いました。 

事業名 事業の概要 
科学作品展 
９月３日（金） 

⚫ 例年通り夏休みに児童・生徒が科学作品（研究及び科学工作・採集等）に取り組んだ。   
郡内小中学校 総取組点数 ４３５点 審査会提出  ７５点 

⚫ 審査会を揖斐川中学校学校体育館で実施。 
⚫ 研究・科学工作・標本等の分野において各校で取り組まれた作品の中から、学校での

審査を経て作品が出品された。（各校よりの出品点数を３点程度に限定） 
⚫ コロナウィルス感染症のため、集合型の作品展ができなかったため、９月１７日～３

０日に「オンライン科学作品展」を実施。展示できる作品が限られるため、審査員の
先生の講評（作品の素晴らしさや今後への課題）を「センター通信第１０号」にして
掲載配付。（通信に掲載した講評は、児童生徒、保護者も見れるようにオンライン科
学作品展のページにも掲載した。） 

⚫ 県中央展に小４点、中２点を応募し、県の最優秀１点、優秀賞４点、入選 1点の素晴
らしい結果をあげた。 

社会科課題追究
作品展 
９月 1日（水） 

⚫ 例年通り夏休みに児童・生徒が社会科課題追究作品に取り組んだ。 
郡内小中学校 総取組点数 ２０９点 審査会提出  ３７点 

⚫ 令和３年度揖斐郡社会科課題追究作品展審査会」を清水小学校体育館で実施。 
⚫ 各校で取り組まれた作品の中から、学校での審査を経て作品が出品された。（各校よ

りの出品点数を２点程度に限定） 
⚫ コロナウィルス感染症のため、集合型の作品展ができなかったため、９月１７日～３

０日に「オンライン社会科課題追究作品展」を実施するととも、展示できる作品が限
られるため、審査員の先生の講評（作品の素晴らしさや今後への課題）を「センター
通信第９号」にして掲載配付。（通信に掲載した講評は、児童生徒、保護者も見れる
ようにオンライン社会科課題追究作品展のページにも掲載した。 

⚫ 県中央展に小６点を応募（中学校は該当なし）、県の優秀賞１点、入選３点の素晴ら
しい結果をあげた。 

郡図工美術展 
１月２０日 
（木） 

⚫ オンライン作品展を令和４年１月２４日（月）～３月３１日（木）に実施し、揖斐郡
教育研修センターＨＰにオンライン掲載。優秀賞・優秀賞作品を揖斐郡教育研修セン
ターＨＰにアップした。 

⚫ 募集期間（名簿の提出）  
令和３年１２月１３日（月）～１２月１７日（金） 郡内応募数合計 ９４４点  
応募総数 小学校 平面 ４２７点  立体 １３０点   中学校 平面 １２７展  立体  ７３点 

⚫ 入賞者数 平面の部 最優秀賞 小 ６点  中 ３点   優秀賞 小１４点  中１９点 
         立体の部 最優秀賞 小 ６点  中 ３点   優秀賞 小 ６点  中 ９点 
⚫ 令和４年１月２０日（木） ８：３０～ 審査会 

前日に搬入、審査会後に搬出 ※県展への応募はなし 
ふれあい作品展 ⚫ コロナウィルス感染症の状況を考え、郡の作品を一同に介して展示・見学していた集

合型の展示会ではなく、令和３年度は学校ごとに「ふれあい作品展」を実施。（図美
展とは別開催）  

⚫ 各学校の特別支援学級の児童の制作に取り組んだ作品を校内の教室や特別教室、体育
館等を使って展示する「校内ふれあい作品展」を実施し、各学校の児童・生徒が見学
（※学校ごとに各学級の展示見学の時間を設けるなどの工夫を行った） 

⚫ 保護者については授業参観の折など展示見学の時間を設けてもよいが、感染防止対策
をとり、密にならないように配慮した。展示場所及び展示方法については在籍児童、
展示数などの実情を考えて学校ごとに工夫した。 

⚫ 郡内の特別支援学級設置校及び揖斐特別支援学校の児童が参加した。４４学級２２６
人の児童・生徒が参加した。 

⚫ 平面作品（絵画、デザイン、書写等）、立体作品（工作、彫塑、楽焼、手芸等）など
児童生徒一人につき１点及び共同作品（自由）で実施 

読書感想文コン ⚫ 小学校低学年 自由 ３７２点    課題 １４２点     中学年 自由 ４２２点  課題 １７４点 

揖斐郡教育研修センター通信 第 1８号 ＜各校送付・２月町校長会資料＞ 



クール       高学年 自由 ４９１点  課題 １０２点     中学校 自由 ５８５点  課題  ３６点 
        郡内合計 ２３３４点の応募 
⚫ 令和３年９月６日（月）１３：００～  研修センターにて審査会 
⚫ 小学校図書館部会役員、各地区理事、中学校図書館部会部員を審査員に高学年部、中

学校の「４部」に分かれて審査 
⚫ 「金賞」各部２０作品程度、その他は「佳作」 
⚫ 「金賞」のうち各部３作品を「特選」とし、そのうち１作品を県へ出品 
⚫ 「その他２作品」を選出。計５作品を「郡読書感想文集」に掲載。 

 
 
(２)図美展・オンライン作品展   現在開催中 
 

 
左のように、オンライン揖斐郡図工美術展を 

令和４年１月３１日（月）～３月３１日（木） 
揖斐郡教育研修センターＨＰに掲載しております。ぜひ、ご覧

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
（３）実践論文ライブラリーのページの新設について 
 

揖斐郡教育会では「教育の基本的な課題をふまえ、小中学校の教育現場に密着した継続的・累積的な実践研究

論文の募集及び検証を通して揖斐郡教育の振興を図り、教職員の専門性を高める」ことを 目的に「揖斐郡教育

実践論文事業」を行っています。 

 令和３年度は教育研究実践論文の募集事業におきまして、４０名の先生方に応募していただくとともに、新し

い研究領域を含め、幅広い領域での取組が見られ、揖斐郡教育の質的向上の大きな力となりました。 

  揖斐郡教育研修センターでは例年「揖斐郡教育実践論文集」を発行してその年の実践論文の優秀作品や実践

論文事業についての情報を各小中学校及び各町の教育委員会に配付して活用していただくとともに、実践論文

を執筆していただいた先生方にお渡ししております。 

 今後もこうした取組を実施してまいりますが、郡内の

先生方が教育に情熱的に取りくんだ成果である実践論

文を日常の指導に生かしたり、新たな実践論文の作成に

生かしたりできるように「揖斐郡教育実践ライブラリ

ー」のページを新設し、実践論文を通して執筆していた

だいた先生方の優れた実践をより多くの先生方に閲覧・

活用できるように致しました。 

 また「実践論文ライブラリー」は「授業ライブラリー」

と同じように毎年の実践論文についてのライブラリー

ページを作成し、実践論文のデータベースを作成して

「いつでも」過去の実践論文の成果を実践に生かしてい

けるよう計画しています。 

 実践論文に取り組まれた先生方の教育に対する情熱、児童生徒への愛情、実践の様々な工夫が揖斐郡内の各先

生方にとって生きるものになるように閲覧・活用をよろしくお願い致します。 

 

 また、令和４年度の実践論文の研修会を３月１１日に実施します。令和４年度の実践論文の応募と研修会への

参加希望を今後出しますので、多くの先生方に積極的に参加していただきたいと思います。 


